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凡 例

『 磯 竹 島 事 略 』 全 二 巻 、 『 竹 嶋 紀 事 』 全 五 巻 解 読 内 容 概 略 と 凡 例

一 、 書 名 に つ い て 『 磯 竹 島 事 略 』 は 表 紙 に 「 磯 竹 島 事 略 」 と 書 き 、 巻 頭 に 当 た る 部 分 は な く 、

目 次 の 始 め に 「 磯 竹 嶋 覚 書 」 と 記 さ れ て い る 。 し か し 、 本 書 は 『 磯 竹 島 事 略 』 の 書 名 で

知 ら れ て い る た め 、 表 紙 の 「 磯 竹 島 事 略 」 の 方 を 採 っ た 。

『 竹 嶋 紀 事 』 は 表 紙 に 「 竹 島 紀 事 」 と 記 さ れ て あ る 。 一 巻 に は 、 巻 頭 に 当 た る 部 分 は な

い が 、 凡 例 の 冒 頭 に 「 竹 嶋 紀 事 」 と あ っ て 、 本 文 記 載 に 「 竹 嶋 」 の 字 で 記 述 し て い る こ

と か ら 『 竹 嶋 紀 事 』 の 方 を 採 っ た 。

一 、 『 磯 竹 島 事 略 』 は 、 乾 、 坤 の 二 巻 か ら 成 る 。 凡 例 、 奥 書 等 が な い た め 、 誰 が 、 何 時 編 纂 し

た も の か 定 か で は な い が 、 幕 府 に よ る 編 纂 の よ う に 推 測 さ れ る 。

『 竹 嶋 紀 事 』 は 、 全 五 巻 か ら 成 る 。 序 文 か ら 始 ま り 、 松 浦 儀 右 衛 門 充 任 が 書 し 、 次 い で

凡 例 が 記 さ れ て い る 。 こ の 凡 例 は 編 集 が 越 常 右 衛 門 、 執 筆 が 大 浦 陸 右 衛 門 と あ り 、 對 馬

藩 と し て 編 纂 さ れ た も の の よ う で あ る 。 年 代 は 享 保 十 一 年 で あ る 。 尚 、 凡 例 の あ と が き

に 、 編 纂 後 、 雨 森 東 五 郎 （ 芳 洲 ） が 、 こ の 編 纂 の 事 を 知 り 、 訂 補 し た と あ る 。

一 、 『 磯 竹 嶋 事 略 』 は 元 禄 八 年 十 二 月 か ら 始 ま り 、 同 十 二 年 十 月 ま で 記 載 さ れ て い る 。 主 に 竹

嶋 へ の 渡 航 禁 止 を 発 す る 前 後 の 事 で 、 對 馬 藩 か ら の 報 告 、 松 平 伯 耆 守 家 へ の 問 い 合 わ せ 、

朝 鮮 国 と の 書 簡 な ど が 収 め ら れ て い る 。

一 、 『 竹 嶋 紀 事 』 は 元 禄 六 年 か ら 同 十 二 年 ま で 、 七 年 間 の 記 録 を 對 馬 藩 の 残 存 古 文 書 、 古 記 録 、

覚 書 な ど の 資 料 を 駆 使 し て 編 纂 さ れ た も の で あ る 。

一 、 『 竹 嶋 紀 事 』 は 一 巻 が 、 元 禄 六 年 五 月 、 老 中 か ら 、 呼 び 出 し が あ り 、 伯 耆 国 に 朝 鮮 人 が 連

れ て こ ら れ た こ と を 知 ら さ れ た 日 か ら は じ ま り 、 こ の 捕 ら え 人 安 龍 福 、 朴 於 屯 の 二 名 を

長 崎 か ら 對 馬 を 経 て 朝 鮮 へ 送 還 し 、 そ の 返 礼 状 の 記 載 の や り 取 り が 東 萊 で 行 わ れ る が 、

そ の 始 終 を 記 す 。

二 巻 は 元 禄 七 年 十 月 に 藩 主 が 死 去 し 、 こ と が 急 転 す る 。 東 萊 に 赴 き 二 年 余 に わ た っ て

交 渉 を 行 っ て い た 正 使 多 田 與 左 衛 門 一 行 が 帰 還 す る 元 禄 八 年 六 月 ま で の 東 萊 で の 始 終 を

記 す 。



三 巻 は 、 對 馬 藩 内 で 今 後 に つ い て 、 提 言 、 議 論 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 江 戸 へ 出 た 家 老

平 田 直 右 衛 門 が 元 禄 八 年 十 二 月 老 中 阿 部 豊 後 守 と 対 面 し 、 そ し て 幕 府 が 竹 嶋 渡 航 禁 止 を

決 す る ま で の こ と 、 さ ら に 安 龍 福 ら 一 行 が 再 び 伯 耆 国 に 出 現 し た 時 ま で が 記 さ れ て い る 。

『 磯 竹 島 事 略 』 と 重 な る 時 期 の 記 述 で あ る 。

四 巻 は 、 安 龍 福 ら に 幕 府 か ら の 命 令 で 對 馬 か ら 通 訳 人 を 送 る も の の 、 す ぐ 幕 府 は 安 ら

と 対 面 せ ず 帰 国 す る 旨 の 命 令 を 出 す 。 そ の 顛 末 、 そ し て 安 龍 福 ら が 元 禄 九 年 八 月 伯 耆 国

か ら 追 放 さ れ 、 朝 鮮 国 か ら 礼 状 が 届 く ま で を 記 す 。

五 巻 は 、 竹 嶋 へ の 日 本 人 渡 航 禁 止 の 謝 状 の 記 載 内 容 に つ い て 、 對 馬 藩 が 東 萊 で 朝 鮮 側

と 行 な う 交 渉 の 始 終 と 、 決 し た 謝 書 を 幕 府 へ 提 出 し 、 對 馬 藩 主 か ら 朝 鮮 王 朝 へ の 書 簡 を

送 付 す る 。 そ し て 七 年 に 及 ぶ 竹 嶋 （ 欝 陵 島 ） 一 件 が 終 了 し た こ と を 記 し て い る 。 終 り

は 元 禄 十 二 年 十 二 月 の 老 中 阿 部 豊 後 守 か ら の 返 信 で 終 わ る 。

一 、 解 読 に あ た っ て は 、 異 体 字 は 正 字 を 記 し た 。 し か し 、 者 、 江 な ど は そ の ま ま 記 載 し た 。

一 、 見 せ 消 し は 二 重 線 を 引 き 、 横 に 訂 正 字 を 記 し た 。

一 、 行 ご と の 改 行 は せ ず 、 文 を 続 け 「 、 」 に よ っ て 文 章 を 読 み や す く し た 。

一 、 本 文 中 に 掲 載 さ れ て い る 朝 鮮 か ら の 書 簡 、 ま た 、 對 馬 藩 か ら の 朝 鮮 へ の 書 簡 は 解 読 、 活

字 化 は 行 わ ず 、 そ の ま ま 本 編 中 に 収 録 し た 。

一 、 文 中 の 闕 字 、 闕 行 は 原 文 の よ う に 行 っ た が 、 中 に は 闕 行 す る こ と で 、 一 行 が 大 き く 空 く

よ う な 場 合 闕 字 に し た 部 分 も あ る 。

一 、 『 磯 竹 嶋 事 略 』 解 読 は 内 田 が 全 文 行 い 、 『 竹 嶋 記 事 』 の 解 読 は 内 田 文 恵 、 飯 田 奈 美 子 、 野

津 薫 、 松 本 美 和 子 の 四 名 が 各 巻 を 分 担 し て 行 っ た が 、 全 解 読 の 責 は 内 田 に あ る 。


